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さぁ、どれだけ多く積めるかな！？さぁ、どれだけ多く積めるかな！？

　秋晴れの空のもと、第１８回ゲゲゲのゲタつみ大

会が１１月１３日（日）に水木しげる記念館前で開

催されました。

　このイベントは、１１月１１日が「下駄の日」と

して記念日となっていることから、ゲゲゲの鬼太郎

にあやかり、水木しげるロード振興会が毎年開催し

ています。

　県外から観光で訪れた参加者は、初めての競技に

戸惑いながらも、鬼太郎のチャンチャンコを着て楽

しく協力してゲタを積み重ねていました。

©水木プロ



境港市制施行６０周年記念境港市制施行６０周年記念

第５７回　境港市表彰式典第５７回　境港市表彰式典
境港市ダイヤモンド婚・金婚記念祝賀式典境港市ダイヤモンド婚・金婚記念祝賀式典

　

境
港
市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し

た
第
57
回
境
港
市
表
彰
式
典
と
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
記
念
祝
賀
式
典

を
11
月
３
日
（
木
・
文
化
の
日
）
に

文
化
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
境
港
市
60
年
の
歩
み
を

映
像
で
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

市
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た

人
へ
表
彰
状
を
贈
呈
し
、
永
き
に
わ

た
り
苦
楽
を
共
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た

ご
夫
婦
に
は
、
寿
詞
を
贈
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

善善  

行行  

表表  

彰彰

勤勤  

続続  

表表  

彰彰

◆
魚
と
鬼
太
郎
の
ま
ち

　
　
　

境
港
ふ
る
さ
と
基
金
に
寄
附

　

垣か
き
ぞ
え添　

直
也
（
東
京
都
）

　

川
上　

峰み
ね
よ
し誉

（
愛
知
県
）

◆
図
書
の
寄
贈

　

景
山　

晃
あ
き
ら

（
茨
城
県
）

◆
自
治
会
の
育
成
充
実
に
寄
与

　

江
村　

勇
い
さ
む

（
東
本
町
）

　

山
田　

實
み
の
る

（
入
船
町
）

　

間
瀨　

輝
雄（
夕
日
ヶ
丘
１
丁
目
）

◆
保
護
司
と
し
て

　
　
　
　
　

更
生
保
護
活
動
に
尽
力

　

池
淵 

美
津
子
（
京
町
）

　

橘
た
ち
ば
な

　

寿と
し
こ子

（
渡
町
）

◆
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

　
　
　
　

社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与

　

池
淵 

美
津
子
（
京
町
）

◆
民
生
児
童
委
員
と
し
て

　
　
　
　

地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

　

永
見　

庸よ
う
こ子

（
誠
道
町
）

◆
消
防
団
員
と
し
て消

防
行
政
に
寄
与

　

井
田　

真
ま
こ
と

（
幸
神
町
）

　

青
山　

文
雄
（
東
雲
町
）

　

楠く
す　

英
雄
（
新
屋
町
）

　

円ま
る
お
か岡　

健
一
（
新
屋
町
）

　

渡
邉　

冬
樹
（
渡
町
）

　

阿
部　

雅ま
さ
ふ
み史

（
高
松
町
）

◆
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

西
村　

裕ゆ
う
こ子

（
小
篠
津
町
）

　

三み
し
ろ代　

智
さ
と
る

（
清
水
町
）

◆
農
業
委
員
会
委
員

　

永
見　

諒
さ
と
る

（
小
篠
津
町
）

◆
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

　
　
　
　
　
　
　
　

審
査
会
委
員

　

岩
間　

悦
子
（
美
保
町
）

◆
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　

門
　

美
保
（
渡
町
）

◆
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

　

佐
々
木　

襄じ
ょ
う
じ二

（
日
ノ
出
町
）

　

島
村　

俊
し
ゅ
ん
い
ち一

（
福
定
町
）

　

足
立　

浩ひ
ろ
し志

（
元
町
）

　

渡
邊　

節
男
（
三
軒
屋
町
）

　

間
瀨　

輝
雄
（
夕
日
ヶ
丘
１
丁
目
）

　

松
本　

彰
あ
き
ら

（
故
人
）（
大
正
町
）

　

豊と
よ
だ田　

隆た
か
ふ
み史

（
渡
町
）

　

加
納　

章
あ
き
ら

（
誠
道
町
）

◆
交
通
安
全
指
導
員

　

野
坂　

弘
（
米
川
町
）

　

田
中　

弘ひ
ろ
か
ず一

（
湊
町
）

　

松
本　

正
樹
（
財
ノ
木
町
）

　

田　

登と

き

お

喜
男
（
竹
内
町
）

　

後
藤　

實じ
つ
お雄

（
外
江
町
）

　

山
本　

武
士
（
外
江
町
）

　

根
本　

ゆ
う
じ司

（
竹
内
町
）

◆
渡
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　

松
本　

範の
り
あ
き彰

（
渡
町
）

　

渡
邉　

究
き
わ
む

（
森
岡
町
）

　

早
川　

三
枝
子
（
渡
町
）

　

渡
邉　

寿と
し
は
る春

（
渡
町
）

◆
外
江
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　

足
立　

幸ゆ
き
お雄

（
清
水
町
）

◆
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　

足
立　

利と
し
あ
き昭

（
上
道
町
）

　

松
本　

雅ま
さ
ひ
と人

（
渡
町
）

　

柏
木　

香か

ず

こ

寿
子
（
上
道
町
）

（
敬
称

）

功功  

労労  
表表  
彰彰

◆
永
年
予
防
接
種
に
従
事
し

　
　
　
　

保
健
衛
生
向
上
に
寄
与

　

作
野　

嘉よ
し
の
ぶ信

（
朝
日
町
）

感感  

謝謝  

状状  

贈贈  

呈呈

◆
水
産
振
興
の
た
め
に
寄
附

　

北
陽
冷
蔵
株
式
会
社

　

株
式
会
社
門
永
水
産

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
発
展
に
寄
与

　

境
港
市
民
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

功 労 表 彰功 労 表 彰

感謝状贈呈感謝状贈呈
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◇
渡　

町

　

松
本　

芳
彦
・
翠

み
ど
り

　

宮
本　

鶴た
づ
お夫
・
公き
み
こ子

◇
外
江
町

　

奥
本　

寛か
ん
い
ち一

・
清き

よ
こ子

◇
東
雲
町

　

森
山　

正
夫
・
光み

つ
か香

◇
栄　

町

　

澁
山　

國
雄
・
千
鶴
子

◇
松
ヶ
枝
町

　

黒
見　

由よ
し
ひ
ろ裕

・
よ
し
こ子

◇
湊　

町

　

立
川　

武
た
け
し

・
多た

ず

こ

寿
子

◇
馬
場
崎
町

　

金
谷　

信
幸
・
民
子

◇
元　

町

　

上
田　

明
・
千
代
子

　

山
本　

克
巳
・

江

◇
福
定
町

　

池
淵　

佐さ
と
み富

・
保や

す
こ子

◇
竹
内
町

　

藤
本　

健
次
・
え
ち
子

◇
麦
垣
町

　

角　

幸こ
う
き喜

・
久
美
子

◇
新
屋
町

　

永
見　

た
い
じ二

・
美
恵
子

◇
渡　

町

　

庄
司　

求
も
と
む

・
睦
子

　

木
下　

陵た
か
お雄

・
博
子

　

松
本　

洋よ
う
す
け右

・
美
惠
子

　

酒
井　

弘
・

子

　

渡
邉　

彦
・
怜
子

◇
外
江
町

　

安
田　

邦
夫
・
幸さ

ち
よ代

　

遠
藤　

知
さ
と
し

・
安
代

　

仲
田　

春
雄
・
允ま

さ
こ子

◇
松
ヶ
枝
町

　

大
道　

秀
夫
・
陽
子

◇
湊　

町

　

村
田　

明
彦
・
國
子

　

森
脇　

英
雄
・
逸い

つ
こ子

　

田
中　

弘ひ
ろ
か
ず一

・
満み

ち
よ代

　

西
尾　

満
み
つ
る

・
日
出
子

◇
元　

町

　

高
松　

武
美
・
惠
津
子

　

村
上　

至
い
た
る

・
由
美
子

◇
上
道
町

　

森
脇　

宏
・
あ
い
子

　

足
立　

統
一
郎
・
保や
す
こ子

　

野の
ざ
か坂　

茂
・
咲
枝

◇
中
野
町

　

大
塚　

萬
次
郎
・
エ
イ
子

◇
福
定
町

　

上
灘　

二
郎
・
壽す

み

こ

美
子

◇
竹
内
町

　

林　

正
勝
・
順
子

　

磯
田　

保や
す
お男

・
和
子

◇
誠
道
町

　

掛か
け
た
に谷　

義よ
し
や
す容

・
邦
子

　

大
西　

信の
ぶ
じ次

・
生せ

い
こ子

　

森も
り
ざ
ね實　

美よ
し
ひ
さ富

・
竹
子

　

長
谷　

正
信
・
正
枝

　

久
保
田　

和
夫
・
美
智
子

◇
小
篠
津
町

　

平
岡　

浩
一
郎
・
美
代
子

◇
幸
神
町

　

出で
み
ず水　

文ふ
み
あ
き明

・
悦
子

◇
夕
日
ヶ
丘
１
丁
目

　

谷　

勝か
つ
じ治

・
好
子

金
婚
祝
賀
者

金
婚
祝
賀
者
3030
組組

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

祝
賀
者

祝
賀
者
1414
組組

ダイヤモンド婚 寿詞贈呈ダイヤモンド婚 寿詞贈呈

金婚 寿詞贈呈金婚 寿詞贈呈

善 行 表 彰善 行 表 彰

勤 続 表 彰勤 続 表 彰
ダイヤモンド婚・金婚代表謝辞ダイヤモンド婚・金婚代表謝辞
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　渡地区盆野球大会が有終の美を飾り、７０年の歴史に

幕を閉じました。「盆野球」に対する思い出を文章にし

て頂き展示したほか、開催当初の優勝旗およびペナント

の展示を行いました。地域によるバザーなどもあり、盛

大に開催されました。

　昨年好評だった大声コンテストやメダカ展を引き続い

て開催したところ、今年も大変な人気となりました。ま

た、中高生ボランティアの参加もすっかり定着し、若い

パワーによって各会場の運営がスムーズに運び、大助か

りでした。

　誠道小学校３、４年生による元気なパーフェクト

ヒューマンで開幕しました。

　館内ではサークルや地域の皆さんの作品、演芸で賑わ

いました。また館外ではイベント、バザーなど多くの人

に参加・協力をしていただきました。

公　民　館　ま　つ　り公　民　館　ま　つ　り

　心待ちにしていた「包丁とぎ」を「鳥取県建築連合会

境港支部」の皆さんにして頂いたほか、作品展示やバザー

等を行い、盛大に開催されました。皆さん大喜びで、今

から次回の開催を楽しみにしています。

　今年は起震車で震度７を体験。前日に鳥取県中部地震

が発生し、地震の恐ろしさを再認識したところでした。

演芸では華やかなステージを披露し、境港市の歌を会場

全員で合唱。地域のボランティア・スタッフの協力で盛

大に開催しました。

　「障がいを知り地域で共に生きる」をテーマに、障が

いを理解していただけるよう作品展示・ＤＶＤで中浜小

手話学習等を流し、盲導犬ユーザーさんと盲導犬・リタ

イヤ犬とのふれあいやあいサポート運動の啓発をしまし

た。

　公民館まつりは、日ごろの学習活動の発表・展示を行うことで学習成果を広く紹介し、地域文化の発展と生涯学

習活動への意欲向上を図ります。

　企画・運営を地域の皆さんが協力し合い実施することで、どの会場も地域に根ざした個性あふれる「まつり」と

なりました。

　ぜひ公民館にお出かけください。

渡渡

外
江
外
江

誠
道
誠
道

境境

余
子
余
子

中
浜
中
浜
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米子市水道局からのお知らせ

「水道管」の冬じたくをしましょう

▼問い合わせ先　米子市水道局

　　　　　　　　　◇給水維持課（☎３２－６１１３、６１１４）

　　　　　　　　　◇境港営業所（☎４２－３０８０）

その①　凍結しやすい条件・水道管

☆次の条件では、水道管や蛇口などが凍結しやすくなります

　

☆次の状況にある水道管や蛇口などは凍結しやすくなります

≪凍結を防ぐ方法≫

　ご家庭の水道管などが、上記の凍結しやすい条件・状況に

あてはまる場合は次のような対策が必要です。

　①水道管の上から保温材（ウレタン・ポリウレタン製）を巻く

　②就寝前に台所または洗面所などから水を流しておく

　　（流す水は３～４ミリ程度の太さを目安に）

≪凍結した時の対処方法≫

　①もし凍結してしまった場合は、蛇口にタオルなどを巻きつけ、ぬるま湯を

　　ゆっくりとかけてください。

　　※熱湯はかけないでください。管が破裂する恐れがあります。

　　※①を行っても水が出ない場合は、指定給水装置工事事業者（※１）へ依頼してください。

　②長期不在の場合は、メーターボックス内の止水栓を閉め、水道管の水を抜いてください。

その②　凍結・破裂の防止と対処方法

①外気温が

　　氷点下４℃以下のとき

④蛇口などで外気に

触れているもの

①むき出しに

　　　なっているもの

②風あたりの

　　強い場所にあるもの
③北向きの屋外にあるもの

※１…指定給水装置工事事業

者は水道局ホームページをご

覧いただくか、お問い合わせ

ください。＜伸縮止水栓＞ ＜ボール式止水栓＞

②１日中気温が氷点下の

　　　　　　「真冬日」が続くとき

台所・洗面所など

熱湯はダメ !!
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　平成２６年４月から消費税率が８％に引き上げられましたが、所得の低い人の負担を緩和するための臨時的な給付措置

として、臨時福祉給付金の給付を行っています。あわせて、一億総活躍社会の実現に向け、賃金引き上げの恩恵がおよび

にくい所得の少ない年金受給者の人に、年金生活者等支援臨時福祉給付金（障害・遺族基礎年金受給者向け給付金）の給

付も行っています。境港市では支給対象となる可能性のある人に臨時福祉給付金申請書（請求書）をお送りしています。

　これらの給付金は、申請期限までに申請書を提出しないと支給されません。申請書がご自宅に届いていないか、もう一

度ご確認いただき、支給要件に該当する人は忘れずに申請しましょう。

臨 時 福 祉 給 付 金

▼支給対象者　

　平成２８年度分の住民税（均等割）が課税されない人

が対象です。

▼支給額　

　支給対象者１人につき３千円　（１回限り）

　申請書が届いた場合でも、以下のような人は、対象と

なりません。支給要件をよく確認したうえで申請してく

ださい。

◇境港市以外の市町村で課税されている人

◇単身赴任されているご家族（課税者）の被扶養者になっ

　ている人

◇別居されているご家族等（課税者）の被扶養者になっ

　ている人

◇課税される所得金額があるのに申告していない人

※支給対象なのに申請書が届かない場合など、詳しくは

お問い合わせください。

障害・遺族基礎年金受給者向け給付金

▼支給対象者　

　臨時福祉給付金の支給対象者のうち、５月分の障害基

礎年金や遺族基礎年金等を受給している人が対象です。

　ただし、高齢者向け給付金（４～８月に支給済み）の

受給者を除きます。

▼支給額　

　支給対象者１人につき３万円（１回限り）

　※臨時福祉給付金と合わせて支給します。

申 請 方 法

　申請書に必要事項をご記入のうえ、必要書類を添えて、

申請書に同封の返信用封筒で郵送するか、市役所の申請

受付窓口に提出してください。

▲

申請期間　  １２月２２日（木）まで

・郵送の場合、当日消印有効です。

・平成２８年１月１日時点で住民票がある市区町村から

　支給されます。

▲

申請受付窓口

　臨時福祉給付金受付所（市役所分庁舎）

▲

必要書類

　申請書には、必ず以下の書類を添付してください。

◇運転免許証、保険証など本人確認書類のコピー

　※支給対象者全員分が必要です。

◇金融機関名、支店名、口座番号、口座名義人（カナ）

　がわかる振込先口座通帳のコピー

　※申請書に口座が印刷されており、昨年と同一口座を

　　希望される場合は不要です。

◇その他書類（一部の人のみ添付が必要となります）

・代理申請の場合

　　代理人の本人確認書類などのコピー

・市外に扶養者がいる人

　　扶養者の非課税証明書

・年金生活者等支援臨時福祉給付金（障害・遺族基礎年

  金受給者向け）欄に自分で○をつけた人

　　５、６月に送付された年金額改定通知書のコピー等、　

　　障害・遺族基礎年金の受給が確認できる書類

　【問い合わせ先】

　　地域振興課臨時福祉給付金担当（☎46－0294）

給付金の申請締切間近 !

申請期限は

　１２月２２日（木）
　　　　※郵送の場合、当日消印有効

市報さかいみなと　6



年末年始の業務のお知らせ年末年始の業務のお知らせ
１２月 １月

備　考２８日
（水）

２９日
（木）

３０日
（金）

３１日
（土）

１日
（日）

２日
（月）

３日
（火）

４日
（水）

５日
（木）

施　

設　

の　

名　

称

市   役   所（☎ 44－ 2111） ○ 年末年始休日 ○ ○
婚姻・出生・死亡届などは、
当直者が受け付けます。

市 民 図 書 館（☎ 47－ 1099） 年末年始休日 ○ ○ 年末は 27 日まで開館

市 民 体 育 館（☎ 42－ 6770） ○ 年末年始休日 ○ ○

市民温水プール（☎ 44－ 5885） × 年末年始休日 × ○

市 民 会 館（☎ 47－ 1105） ○ 年末年始休日 ○ ○

文 化 ホ ー ル（☎ 44－ 1000） ○ 年末年始休日 ○ ○

海とくらしの史料館（☎ 44－ 2000） ○ 年末年始休日 ○ ○ ○ ○
2、3日は 15：00 まで開館
3日は火曜日ですが開館します

さかいポートサウナ（☎ 44－ 4060） ○ ○ ○
(※ )

○
( ※ )

年始
休日

○
(※ )

○
( ※ )

○ ○

※ 30、31 日は 10：00 ～
19：00（最終受付 18：30）
※2、3日は10：00～15：00（最
終受付 14：30）

観 光 案 内 所（☎ 47－ 0121） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 営業時間は 9：00 ～ 17：00

物産観光センター・
みなとまち商店街

（☎ 47－ 3710） ○ ○ ○ ○
(※ )

○ ○ ○ ○ ○
営業時間は 9：00 ～ 17：00
※ 31 日のみ 15：00 まで

夢 み なとタワー（☎ 47－ 3800） ○ ○ ○ ○ ○
(※ )

○ ○ ○ ○
※ 1日は 7：00 から初日の
出を見るつどいを開催

水木しげる記念館（☎ 42－ 2171） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
営業時間 9：30 ～ 17：00（受
付は 16：30 まで）

市民活動センター（☎ 47－ 1204） ○ 年末年始休日 ○ ○

市民総合ボランティアセンター（☎ 47－ 1206） ○ 年末年始休日 ○ ○

ご
み
の
収
集
・
自
己
搬
入

収　

集

可燃ごみ

【収集に関する

問い合わせ先】

清掃センター

（☎ 42ー 3803）

× ○ ○ 年末年始休日 × ○
※収集については、収集該
当曜日の地区のみ収集です。
当日 8：00 までに出してく
ださい。

※ビン缶類の 1月 4日 ( 水 )
の収集はありません。

軟質プラスチック類 × ○ ○ 年末年始休日 × ○

古紙類 ○ × × 年末年始休日 ○ ×

不燃ごみ ○ × × 年末年始休日 ○ ○

ビン缶類 ○ × × 年末年始休日 × ○

自
己
搬
入

可燃ごみ、軟質

プラスチック、

古紙類、可燃性

粗大ごみ（衣類・

布団類）

【搬入・

問い合わせ先】

清掃センター

（☎ 42ー 3803）

○

○
臨時

8：45

～

正午

○
臨時

8：45

～

正午

年末年始休日 ○ ○

※自己搬入については、通
常日は 8：45～ 17：00の間に、
臨時受入日は 8：45 ～正午
までに搬入してください。不燃ごみ、有害

ごみ、ビン缶類、

不燃性粗大ご

み、可燃性粗大

ごみ（家具類）

【搬入・

問い合わせ先】

リサイクルセンター

（☎ 45 ー 8626）

は ま る ー ぷ バ ス（☎ 44－ 1140） ○ ○ ○ 年末年始運休日 ○ ○

し 尿 く み 取 り（☎ 45－ 0304） ○ ○ 年末年始休日 ○

済生会境港総合病院（☎ 42－ 3161） ○ 年末年始休日 ○ ○

日曜休日応急診療所（☎ 44－ 4173） × × × ○ 年始
休日 ○ ○ × ×

診療時間は 10：00 ～正午、
13：30 ～ 17：00

7　平成２８年１２月



▼問い合わせ先　財政課財政係　（☎47－1012）

区　分 ２７年度決算額 ２６年度決算額 伸び率

自

主

財

源

市 　 　 　 税 37 億 4,553 万円 38 億 6,266 万円 ▲ 3.0%

諸　 収　 入 16 億 8,625 万円 14 億 7,841 万円 14.1%

繰　 入　 金 6億 2,218 万円 10 億 1,943 万円 ▲ 39.0%

繰　 越　 金 5億 1,968 万円 3億 6,629 万円 41.9%

使用料および手数料 3億 4,165 万円 3億 6,244 万円 ▲ 5.7%

寄　 附　 金 2億 9,539 万円 4億 2,961 万円 ▲ 31.2%

分担金および負担金 2億 1,182 万円 2億 1,577 万円 ▲ 6.9%

財 産 収 入 2,775 万円 1,675 万円 65.7%

計 74 億 3,925 万円 77 億 5,136 万円 ▲ 4.0%

依

存

財

源

地 方 交 付 税 36 億 1,665 万円 37 億 2,451 万円 ▲ 2.9%

国 庫 支 出 金 23 億 1,432 万円 22 億 2,773 万円 3.9%

県 支 出 金 12 億 1,711 万円 16 億 9,123 万円 ▲ 28.6%

市 　 　 　 債 11 億 9,050 万円 19 億 1,780 万円 ▲ 37.6%

譲与税・交付金 10 億 1,392 万円 7億 1,455 万円 40.5%

計 93 億 3,250 万円 102 億 6,582 万円 ▲ 9.1%

合　　計　 167 億 7,175 万円 180 億 1,718 万円 ▲ 6.9%

一般会計歳入一般会計歳入

一般会計歳入の状況一般会計歳入の状況

平成２7年度決算の概要平成２7年度決算の概要
　一般会計を中心に概要をお知らせします。

　平成 27 年度は、学校給食センターの稼働により、中学校でも給食が始まりました。さらに、水木しげるロード

リニューアル事業や美保飛行場周辺まちづくり整備事業といった、本市の将来の発展に向けた施策を進めるととも

に、第３子以降の保育料無償化や人間ドック対象年齢の拡充など市民サービスの更なる充実に取り組みました。

　一般会計は、歳入から歳出を差し引いた額が3億6,983万円の黒字、そこから翌年度に繰り越すべき財源1億9,473

万円を除いた実質的な黒字額が 1億 7,510 万円となりました。

　また、市債（借金）残高は、127 億 8 千万円と前年度比では約 1億円の減となっており、臨時財政対策債を除く

実質的な市債残高は、ピーク時の半分以下に減少するなど、「自立・持続可能な財政基盤の確立」への取り組みの

成果が表れたものとなっています。

　特別会計については、左ページの表のとおりです。

※臨時財政対策債とは ･･･

　地方交付税の交付原資の不足に伴い、地方交付税に代わる一般財源として、特例的に発行が認められている市債。

　市債発行に伴う元利償還金の全額が後年度の地方交付税に算入されます。

　歳入総額は 167 億 7,175 万円

で、前年度より 12 億 4,543 万

円（6.9%) 減となりました。

　自主財源は、基金の繰入金や

ふるさと納税による寄附金の減

により、前年度比 3億 1,211 万

円（4.0%）の減となりました。

　依存財源は、学校給食セン

ター建設事業の終了などによる

市債の減などにより、前年度比

9 億 3,332 万円（9.1%) の減と

なりました。

167 億 7,175 万円167 億 7,175 万円

自主財源自主財源
44.4％44.4％

依存財源依存財源
55.6％55.6％

市税
37 億 4,553 万円 (22.3%)
市民税、固定資産税、たばこ税など

諸収入
16億8,625万円(10.1%)
貸付金の元利収入など

繰入金
6 億 2,218 万円 (3.7%)
基金 ( 貯金 ) を取り崩したお金

寄附金
2 億 9,539 万円 (1.8%)
ふるさと納税、一般寄附など

使用料および手数料
3 億 4,165 万円 (2.0%)
市営住宅などの公共施設の使用料や、
ごみ処理の手数料など

そのほか
2 億 2,857 万円 (1.4%)
保育料、財産収入など

地方交付税
36 億 1,665 万円 (21.5%)
国税の一部が、市の財政状況など

に応じて交付されるお金

国庫支出金
23億1,432万円 (13.8%)
市が行う事業に対する

国からの負担金や補助金

県支出金
12 億 711 万円 (7.2%)
市が行う事業に対する

県からの負担金や補助金

市債
11 億 9,050 万円 (7.1%)
投資事業などを行うために

借り入れたお金 ( 借金 )

譲与税・交付金
10 億 392 万円 (6.0%)
地方消費税から配分されるお金など

歳　

入

繰越金
5 億 1,968 万円 (3.1%)
前年度から持ち越したお金

市報さかいみなと　8



民生費
54 億 698 万円 (33.0%)
障がい者、高齢者、子育て

など福祉に関する経費

会計名 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険費 47 億 1,427 万円 47 億 1,427 万円

駐 車 場 費 3,189 万円 1億 7,452 万円

下 水 道 事 業 費 25 億 9,175 万円 25 億 7,820 万円

高齢者住宅整備
資金貸付事業費

98 万円 61 万円

介 護 保 険 費 36 億 1,486 万円 35 億 7,075 万円

土地区画整理費 2,458 万円 4億 7,601 万円

市 場 事 業 費 3億 1,361 万円 2億 6,301 万円

後期高齢者医療費 3億 6,511 万円 3億 6,453 万円

特別会計歳入歳出の状況特別会計歳入歳出の状況

一般会計歳出の状況一般会計歳出の状況

　歳出総額は 164 億 192 万円

で、前年度より 10 億 9,558 万

円（6.3%) の減となりました。

　学校給食センター建設事業の

終了などにより、教育費が前年

度比 11 億 6,042 万円（40.3%）

の大幅減となりました。

　プレミアム付き商品券事業の

実施、企業立地及び雇用拡大推

進事業補助金の増により、商工

費が前年度比 7 億 8,804 万円

（54.8%）の増となりました。

区　分 ２７年度決算額 ２６年度決算額 伸び率

民　 生　 費 54 億 1,698 万円 53 億 4,419 万円 1.2%

商　 工　 費 22 億 2,585 万円 14 億 3,781 万円 54.8%

総　 務　 費 19 億 9,147 万円 21 億 3,551 万円 ▲ 6.7%

教　 育　 費 17 億 1,674 万円 28 億 7,716 万円 ▲ 40.3%

土　 木　 費 15 億 1,691 万円 15 億 8,594 万円 ▲ 5.0%

公　 債　 費 14 億 2,382 万円 14 億 7,602 万円 ▲ 3.5%

衛　 生　 費 11 億 1,115 万円 11 億 7,196 万円 ▲ 5.2%

消　 防　 費 4億 8,267 万円 4億 6,408 万円 4.0%

農 林 水 産 業 費 3億 3,745 万円 7億 8,615 万円 ▲ 57.1%

議　 会　 費 1億 8,566 万円 1億 8,256 万円 1.7%

労　 働　 費 1,322 万円 3,612 万円 ▲ 63.4%

合     計 164 億 1,192 万円 174 億 9,750 万円 ▲ 6.3%

一般会計歳出一般会計歳出
164 億　192 万円164 億　192 万円

教育費
17 億 1,674 万円 (10.5%)
小中学校や学校給食センター、幼稚園、

図書館、公民館、体育施設などに関する経費

総務費
19 億 9,147 万円 (12.1%)
課税徴収、市民窓口などに関する経費

土木費
15 億 691 万円 (9.2%)
道路、公園の整備や維持管理、市営
住宅の管理などに関する経費

商工費
22 億 2,585 万円 (13.6%)
各種資金融資、観光振興などに

関する経費

公債費
14 億 2,382 万 円 (8.7%)
市が借り入れた市債 (借金 )
などの返済に関する経費

衛生費
11 億 1,115 万円 (6.8%)
健康診断、ごみ処理など

に関する経費

消防費
4 億 8,267 万円 (2.9%)
消防に関する経費

農林水産業費
3 億 3,745 万円 (2.0%)
農業、林業、水産業の振興

などに関する経費

議会費
1 億 8,566 万円 (1.1%)
議会の運営に関する経費 労働費

1,322 万円 (0.1%)
雇用対策などに関する経費

歳　

出

市債残高・基金現在高の推移市債残高・基金現在高の推移
※普通会計 単位（億円）

0

20

40

60

80

100

120

140

H22 H23 H24 H25 H26 H27

※普通会計とは、会計の組み方が自治体ごとに
異なるため、統計的に財政比較が可能な仮の会
計として用いられるものです。
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《 
境
港
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会 

》

【
団
体
紹
介
】

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
発
展
と
地
域
づ
く

り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
個
人

87
人
、
団
体
29
団
体
が
加
盟
し
、
観
光
、
福

祉
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

各
種
研
修
、
広
報
誌
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
22

年
に
境
港
商
工
会
議
所
の
地
域
振
興
賞
を
受

賞
、
今
年
は
市
よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【
今
年
度
活
動
内
容
】

◇
団
体
、
個
人
の
観
光
案
内　
　
　

◇
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
で
の
イ
ベ
ン
ト
協
力

　
（
着
ぐ
る
み
パ
レ
ー
ド
、
鬼
太
郎
ま
つ
り

　

等
）

◇
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
清
掃
企
画
・
参
加

　
（
４
、９
月
）

◇
ブ
ロ
ン
ズ
像
清
掃
作
業
（
12
月
）

◇
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

◇
他
地
域
の
活
動
視
察

◇
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
教
育
事
業
実

　

施
（
中
・
高
校
生
対
象
）

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
に
事
務
局
が
あ
り

ま
す
。
団
体
で
の
登
録
だ
け
で
な
く
、
個
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
、
未

経
験
者
大
歓
迎
で
す
の
で
、
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

境
港
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会　

事
務
局 

（
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
６
）

Mails-sh
im
in
k
atsu
d
ou
@
pian
o.ocn

.n
e.jp

～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

 いろんなお野菜が採れたよ！
　㈲岡野農場収穫祭が開催されました　

　㈲岡野農場の収穫祭が１１月６日（日）に弓浜干拓地で

開催されました。

　この収穫祭は、学校給食に野菜を納品している㈲岡野農

場が、小学３年生以下の親子を対象に昨年度から実施して

います。

　この日は天候にも恵まれ、たくさんの親子が実際にどの

ような畑で野菜が栽培されているかを見学しながら、大根

や白菜、人参、ブロッコリーなど色々な野菜を収穫してい

ました。

 境港の新たな魅力を再発見
　地域おこしフェスティバル２０１６を開催しました　

　地域おこし協力隊が地域の皆さんとの交流を目的にした初

めてのイベント「地域おこしフェスティバル」が１０月３０

日（日）に開催されました。

　地域おこし協力隊は、都市部から本市に移住して伯州綿の

栽培およびＰＲ活動、商品開発・販売までを行っています。

　今回のイベントは、市民会館前広場での出店やイベント、

座布団づくりのワークショップなど、約５００人の来場者で

賑わいました。

市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

市報さかいみなと　10



～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

 児童虐待のない社会を願って
　オレンジリボンたすきリレーを行いました

　１１月の児童虐待防止月間に合わせ、児童虐待防止のイ

メージカラーであるオレンジのたすきをつなぐリレーが１１

月１２日（土）に行われました。県西部の９カ所を起点とし

て、それぞれのルートでゴールの米子児童相談所までたすき

をつなぎました。境港市では、市役所からつばさ保育園まで

をリレーし、米子市へたすきをつなぎました。

　この日は天候にも恵まれ、沿道では市民らがオレンジの旗

をふりながら声援をおくり、ランナーの走りを後押ししてい

ました。

 日頃から、防災意識を高めて
　原子力防災訓練を実施しました　

　島根原子力発電所の事故を想定した原子力防災訓練を、市

民１４０人に参加いただき、１１月１９日（土）に行いました。 

　公民館、学校などの一時集結所に集結後、バスや列車、自

衛隊車両で、災害時に除染や避難支援等を行う会場の１つで

ある江府町総合体育館に行き、被ばく検査や講習を受けまし

た。また、今回初めて緊急速報（エリア）メールを配信した

ほか、光洋の里や元町病院でも避難訓練を実施しました。 

　市や地域で行われる防災訓練には積極的に参加し、防災へ

の理解を深めましょう。

【
市
報
で
み
な
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
】

　

掲
載
を
ご
希
望
の
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
振
興
課
広
報
情
報
係
（
☎
47
‐
１
０
１
０
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
少
年
少
女
合
唱
団
》

【
団
体
紹
介
】

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
少
年
少
女
合
唱
団
は
、
平

成
８
年
、
境
港
市
の
文
化
振
興
と
青
少
年
の

育
成
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
合
唱
団
で
す
。

　

毎
年
３
月
に
定
期
演
奏
会
を
開
催
す
る
ほ

か
、
境
港
市
合
唱
祭
、
鳥
取
県
合
唱
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

◇
境
港
市
成
人
式
（
１
月
）

◇
定
期
演
奏
会
（
３
月
）

◇
み
ん
な
で
歌
お
う
思
い
出
の
歌
（
５
月
）

◇
鳥
取
県
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
８
月
）

◇
境
港
市
合
唱
祭
（
11
月
）　

な
ど

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

先
生
の
熱
心
な
指
導
と
、卒
団
し
た
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
サ
ポ
ー
ト
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
み

ん
な
が
美
し
い
歌
声
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
目
指

し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

来
年
の
３
月
に
定
期
演
奏
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
わ
た
し
た
ち
は
現
在
、
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
一

緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。
練
習
を
見
学
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
少
年
少
女
合
唱
団
事
務
局

　
（
境
港
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）
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情報あらかると

　

朝
廷
か
ら
有ゆ

う

徳と
く

の
僧
な
ど
に
授
け
ら
れ

た
位
階
と
し
て
、
古
く
か
ら
「
法ほ

っ

橋
き
ょ
う

」・

「
法ほ

う

眼げ
ん

」・「
法ほ

う

印い
ん

」
の
三
階
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

中
世
や
近
世
に
な
る
と
、
仏
師
、
絵
師
、

医
師
、
書
家
な
ど
に
も
そ
の
三
階
の
称
号

が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

幕
末
の
郷
土
の
書
家
の
中
で
、
最
高
位

「
法
印
」
の
称
号
を
受
け
た
井
田
磐
山
の

生
涯
と
業
績
は
、
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

磐
山
は
明
和
４
年
（
１
７
６
７
年
）
会

見
郡
大
篠
津
村
（
現
・
米
子
市
大
篠
津
町
）

の
本も

と

池い
け

家
に
生
ま
れ
、
請
わ
れ
て
佐
斐
神

村
（
現
・
境
港
市
佐
斐
神
町
）
の
井
田
家

に
入
り
ま
し
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
文
才
に
秀
で
、
特
に
書
を

好
み
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
養
父
の
家
督

を
磐
山
に
譲
る
話
か
ら
、
情
義
（
義
理
・

人
情
）
に
悩
み
父
母
や
親
族
に
黙
っ
て
郷

里
を
出
ま
す
。

　

京
都
に
出
た
磐
山
は
、
苦
学
し
な
が
ら

書
法
の
奥
義
を
極
め
ま
し
た
。
名
声
が
高

ま
る
と
、
書
を
も
っ
て
東
海
道
、
江
戸
、

北
陸
か
ら
奥
州
な
ど
諸
方
を
遍
歴
し
ま
し

た
。
奥
羽
地
方
の
仙
台
人
名
辞
書
に
は
、

そ
の
生
涯
が
詳
し
く
記
さ
れ
、
ま
た
山
形

県
村
山
市
に
残
る
木
版
画
「
磐
山
先
生
留
り
ゅ
う

別べ
つ

書し
ょ

画が

会か
い

」
に
は
、
磐
山
を
囲
ん
で
50
人

も
の
弟
子
た
ち
が
筆
を
振
っ
て
い
る
姿
が

描
か
れ
、
人
気
の
一
端
を
し
の
ば
せ
て
い

ま
す
。

　

京
都
に
帰
っ
た
磐
山
は
比
叡
山
に
寓ぐ

う

し
、

嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
年
）
に
は
、
書
を

も
っ
て
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
、
同
年
７
月
１

日
比
叡
山
法ほ

う

曼ま
ん

荼だ

羅ら

印い
ん

の
額
を
揮き

毫ご
う

し
、

そ
の
功
に
よ
り
法
眼
に
、
さ
ら
に
嘉
永
３

年
（
１
８
５
０
年
）
に
山
門
の
屏
風
に
揮

毫
し
て
最
高
位
の
法
印
に
補ほ

さ
れ
苗
字
帯

刀
を
許
さ
れ
ま
し
た
。

　

晩
年
は
郷
里
に
帰
り
、
文
久
３
年

（
１
８
６
３
年
）
に
96
歳
の
生
涯
を
終
え

る
ま
で
、
龍
泉
寺
の
寺じ

号ご
う

、
山さ

ん

号ご
う

や
多
く

の
書
を
残
し
ま
し
た
。

　

境
港
市
で
は
井
田
磐
山
の
墓
（
幸
神
町

墓
苑
）
を
史
跡
記
念
物
、
龍
泉
寺
の
寺
号
、

山
号
を
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）
と
し

て
平
成
４
年
に
指
定
し
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
参
事　

川
端　

豊
）

（
参
考
）「
境
港
市
史
」「
鳥
取
県
書
画
百

芸
名
人
集
」「
新
修
大
篠
津
郷
土
誌
」
他

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち（
９
）

（
９
）　　

　
　
　

　
　
　

    

〜〜
井井いい

田田だだ

磐磐ば
ん
ば
ん

山山ざ
ん
ざ
ん

〜〜

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

磐山法印の印

　年末の交通安全県民運動が１２月１２日（月）から

２１日（水）までの１０日間実施されます。期間中の運

動重点は、以下のとおりです。

○ 夕暮れ時や夜間の交通事故防止

○ 高齢者と子どもの交通事故防止

○ チャイルドシートの使用と全ての座席シートベルト

    の着用徹底

○ 飲酒運転の根絶

○ 自転車の安全利用の推進

　車を運転する人は、車の接近を他車や自転車、歩行者

に知らせるため、早めに前照灯を点灯し、前方に対向車

などがないときは、こまめにハイビームを活用し、進行

方向に自転車や歩行者がいないかよく確かめましょう。

　自転車や徒歩で夕暮れ以降に外出するときには、自分

の存在を知らせるため明るい色の服装で、反射材を付け、

自転車は早めに前照灯を点灯しましょう。

　一人一人が交通ルールを守り、周囲に気を配って、事

故のない明るい交通社会をつくっていきましょう。

境港警察署（☎ 44 － 0110）

年末の交通安全県民運動の実施

自治防災課危機管理室（☎ 47 － 1071）

　境港市は、島根原子力発電所から30㎞圏内にあるた

め、万が一の事故に備えておく必要があります。

◇原子力災害の特徴

・目に見えないなど、五感に感じることができない

・身体への影響の程度や、どのように行動すればよいの

  かを自ら判断できない

◇外部被ばくと内部被ばく

外部被ばく：体の外部から放射線を受けること

内部被ばく：呼吸や食べ物などから、体内に入り込んだ 

　　　　　　放射性物質により、体の内部から放射線を

　　　　　　受けること

◇災害発生時の行動について

　災害発生時には、市からの情報を確認し、落ち着いて

行動してください。

１．被ばくを防ぐため建物の中に入る（屋内退避）

２．放射性物質が入りこまないようにドアや窓を閉め、

　　目張りする。また、換気扇などを止める

３．外部被ばくを低減するため、部屋の中央に移動する

４．正確な情報を確認する

※次回の原子力防災について②では、避難についてお知

　らせします。

９日頃からの災害への備え日頃からの災害への備え

原子力防災について①

【注意事項】
　他の車両と行き違う場合や、他の車両等の直後を進

行する場合は、ライトを下向きにしてください。

　上向きライトのまま走行すると違反になります。

井田磐山の墓

市報さかいみなと　12



情報あらかると

　ローンやクレジットを利用し、支払いが困難になった

ことで返済のための借金を繰り返してはいませんか。

　返済に行き詰って「ヤミ金融」からお金を借り、自宅

や勤務先に取り立ての電話がかかってきていませんか。

日々返済に追われ、精神的に追い詰められていませんか。

　借金のきっかけは「生活費の不足」「失業」「病気」「保

証債務」など、決して他人事ではありません。

【借金問題は必ず解決できます】

　債務額や収入・財産によって解決に向けての手続き方

法が異なります。まずは弁護士等の法律の専門家に相談

しましょう。

《任意整理》　貸金業者等ごとに任意の話し合いで返済方

　　　　　法の合意を得るもので、弁護士などに依頼し

　　　　　ます。

《特定調停》　借金の整理用に工夫された簡易裁判所の調

　　　　　停手続きです。

《個人再生》　地方裁判所に申し立て、再生計画により債

　　　　　務の一部を分割返済し、残債務の返済を免除

　　　　　してもらう手続きです。

《自己破産》　地方裁判所に申し立て、日常生活に必要な

　　　　　物を除くすべての財産を借金の返済に充て、

　　　　　残債務の支払いを免れる手続きです。

※経済的に余裕のない人に対して、弁護士などにかかる

費用の立て替えを行う制度もあります。（利用には審査

があり、立て替え費用は原則毎月の償還が必要です）

※借金の返済でお困りの人は一人で悩まず、ぜひご相談

ください

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

借金が返せなくなったら

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

175消費生活相談室です消費生活相談室です

　インフルエンザは例年１２月～３月にかけて流行し

ます。今の時期、特に注意が必要です。インフルエン

ザを予防する有効な方法は、次のとおりです。

①栄養と休養を十分取り、抵抗力を高める

②マスクをするなど咳エチケットを心掛ける

③こまめに手洗いをする

④適度な湿度（５０～６０％）を保持する

⑤予防接種を受ける

　予防接種は発症する可能性を減らし、もし発症して

も重い症状になるのを防ぎます。接種を受けてから効

果が現れるには、約２週間かかることから、１２月中

旬までに接種を終えることが望まれます。また、効果

は約５カ月程度で、毎年流行するウイルスの型も変わ

るので、毎年接種するのがよいでしょう。

　市では、インフルエンザが重症化しやすい高齢者と

乳幼児を対象に予防接種の助成をしています。対象者

には、接種券を１０月中旬に送付していますのでご活

用ください。紛失などありましたら、健康推進課まで

お問い合わせください。

▼問い合わせ先

　健康推進課（☎４７－１０４１）

保健師の
　ちょっと一言

インフルエンザを予防しましょう

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 160 

北朝鮮人権侵害問題啓発週間
～１２月１０日から１６日までの１週間～

　平成１４年１０月、拉致被害者のうち５人の帰国が

実現しましたが、その後北朝鮮当局からの納得のいく

説明はありませんし、拉致被害者はもういない、この

問題は終わったと言っています。しかし、今年１０月

１６日の新聞に「松本京子さん、平
ピョンヤン

壌で入院」という

記事が掲載されました。日本政府関係者は入院情報に

ついて、「拉致被害者全員の生存を前提に、情報収集

に努めているところである」としています。

　この問題に私たち一人一人が関心を持ち、解決を願

う声を上げることが、大きな国際世論となり、早期実

現への支援となります。

■ 拉致問題対策本部ホームページ　http://www.rachi.go.jp/　　■ 法務省ホームページ　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken103.html
■ 人権ライブラリーホームページ（拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題に関する資料の御提供） 　http://www.jinken-library.jp/

北朝鮮
人権侵害問題
啓発週間
12月10日～16日

必
ず
、救
い
出
す

「
あ
の
人
は
必
ず
生
き
て
い
る
。
」

私
た
ち
は
、
愛
す
る
人
を
必
ず
救
い
出
す
。

拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
の
解
決
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
強
い
想
い
が
必
要
で
す
。

北朝鮮
人権侵害問題
啓発週間
12月10日～16日

　拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう

「 政府主催 拉致問題に関する国際シンポジウム 」

■ 拉致問題対策本部ホームページ　http://www.rachi.go.jp/　　■ 法務省ホームページ　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken103.html
■ 人権ライブラリーホームページ（拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題に関する資料の御提供） 　http://www.jinken-library.jp/

日時：12月10日（土）　　　　　　　　　　　　　　　場所：イイノホール（東京都千代田区内幸町2-1-1）
主催：政府 拉致問題対策本部、法務省　　　　　　　　お問合せ先：03-3581-8898
※詳細は、11月下旬頃に拉致問題対策本部ホームページに掲載されます。

　北朝鮮による日本人拉致問題やその他の人権侵害問

題について、国民の関心と認識を深めることを目的と

する週間です。

平成２８年度北朝鮮人権侵害問題啓発週間周知ポスター
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鳥
取
県
中
部
地
震
で

　
　
　
　
　

住
宅
に
被
害
を
受
け
た
人
へ

罹り

災さ
い

証
明
書
を
交
付
し
ま
す

　

10
月
21
日
（
金
）
に
発
生
し
た
鳥

取
県
中
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ

り
、
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
人
は
、

市
で
罹
災
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
の

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

成

人

式

　

平
成
28
年
度
境
港
市
成
人
式
を
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

12
月
５
日
（
月
）
ま
で
に
案
内
状

が
届
か
な
い
場
合
は
、
生
涯
学
習
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
と　

き　

来
年
１
月
８
日
（
日
）

◇
受　

付

　

午
後
０
時
30
分
〜
１
時
15
分

◇
開　

式　

午
後
１
時
30
分

※
式
典
は
１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

12
月
議
会
を
開
催

▼
議
会
日
程

　

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
本
会
議
の
放
送

　

中
海
テ
レ
ビ
放
送
の
３
３
５
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
放
送
し
ま
す
。
ま
た
、
各

公
民
館
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
生
放
送

　

午
前
10
時
〜
議
会
終
了

◇
録
画
放
送
（
繰
り
返
し
）

　

当
日
の
午
後
７
時
〜
深
夜
２
時

※
放
送
時
間
は
変
更
の
場
合
あ
り
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局
議
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
８
）

就

学

援

助

制

度

　

就
学
援
助
制
度
と
は
、
小
・
中
学

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
世
帯
に
学
用

品
費
・
校
外
活
動
費
（
修
学
旅
行
費

な
ど
）・
給
食
費
な
ど
の
費
用
の
一

部
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

▼
該
当
す
る
世
帯

◇
要
保
護
世
帯
（
生
活
保
護
法
に
よ

　

り
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
）

※
受
給
申
請
は
不
要
で
す
。

◇
準
要
保
護
世
帯
（
要
保
護
世
帯
に

　

準
ず
る
程
度
に
、
経
済
的
に
困
っ

　

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
）

※
受
給
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
各
小
・
中
学
校

◇
学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
５
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

12 月 1 日（木）
本会議　◇市政概要報告
　　　　◇議案上程 ほか

　　7日（水） 本会議　◇一般質問

　　8日（木） 本会議　◇一般質問

　　9日（金）
本会議　◇一般質問
本会議　◇請願・陳情上程 ほか

12 日（月）～ 15 日（木） 　常任委員会

16 日（金） 　特別委員会　　　　

20 日（火） 本会議　◇各委員長報告 ほか

 ふるさと納税の
  　　  　ＰＲにご協力ください
　帰省されるご親戚やご友人などへのＰＲにご協力ください。ふるさ

と納税とは、生まれ育った「ふるさとを大切にしたい」、「ふるさとの

発展に貢献したい」という気持ちを、寄附することにより、形にする

ものです。

　境港市に以前お住いだった人、境港市を応援したい人など、どなた

でも境港市へふるさと納税していただけます。詳しくは市ホームペー

ジをご覧ください。

※ふるさと納税をすると、その年の所得税と翌年度の住民税が一定限

度額まで軽減されます。

※１万円以上のご寄附をいただくと、境港市の特産品をプレゼントい

たします。

▼ホームページＵＲＬ

　http://sakaiminato.tax-furusato.jp/

▼問い合わせ先　　地域振興課企画係　（☎４７－１０６７）

市報さかいみなと　14



文
化
ホ
ー
ル
利
用
受
付

開
始
日
を
変
更
し
ま
す

　

来
年
４
月
１
日
（
土
）
か
ら
、
文

化
ホ
ー
ル
の
利
用
受
付
開
始
日
を
変

更
し
ま
す
。

▼
変
更
内
容

【
現
在
】

　

利
用
日
の
６
カ
月
前
の
日

【
来
年
４
月
１
日
（
土
）
か
ら
】

　

利
用
日
の
１
年
前
が
属
す
る
月
の

初
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
２
）

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
し
た
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
社
会
保

険
料
控
除
を
申
告
す
る
に
は
、
11
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
て
い
る
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
な
ど
の
添
付
が
必
要
で
す
。

（
今
年
10
月
１
日
以
降
、
初
め
て
保

険
料
を
納
付
し
た
人
は
、
来
年
２
月

上
旬
に
送
付
予
定
で
す
。）

　

ま
た
、
家
族
の
保
険
料
を
納
付
し

た
際
は
、
納
付
し
た
人
が
社
会
保
険

料
控
除
を
申
告
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

　

控
除
証
明
書
が
無
い
場
合
や
、
控

除
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
保

険
料
を
後
か
ら
納
め
た
場
合
は
、
領

収
書
を
提
出
す
る
か
、
日
本
年
金
機

構
で
再
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４
）

◇
日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

国
民
健
康
保
険
税
等
の

納

付

額

確

認

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、
社
会

保
険
料
控
除
の
申
告
を
す
る
際
、
国

民
健
康
保
険
税
な
ど
の
納
付
額
は
納

付
済
み
の
領
収
書
や
口
座
振
替
し
て

い
る
通
帳
、
年
金
支
払
者
（
日
本
年

金
機
構
）
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉
徴

収
票
な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
納
付
額
を
確
認
し
て
申
告
書
に
記

載
す
れ
ば
、
納
付
額
確
認
書
類
な
ど

を
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課
収
納
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
１
３
）

informationinformationinformationinformation

有　

料　

広　

告

　原動機付自転車のナンバープレートに鬼太郎のイラストが

付いた、ご当地ナンバープレートを導入し、１１月３０日（水）

より交付を開始しました。

＜対象車種（ナンバープレートの色）＞

　◇原動機付自転車１種 （白色）５０cc以下

　◇原動機付自転車２種乙（黄色）５０cc超９０cc以下

　◇原動機付自転車２種甲（桃色）９０cc超１２５cc以下

　今後、原動機付自転車を登録するときには、今までどおりの通常ナンバープレートとご当地ナンバープレートの

選択制となります。また、すでに当市のナンバープレートを取得している場合も、希望によりご当地ナンバープレー

トへ交換（有料）することができます。

　※今までと同様に、標識番号の希望はお受けできません。

　※ご当地ナンバープレートへの交換の際には、き損弁償金として３００円が必要となります。また、標識番号の

　　変更に伴い、自賠責保険の契約内容の変更が必要となる場合があります。詳しくは契約された保険会社へお問

　　い合わせください。

▼持参するもの　◇原動機付自転車の譲渡書　　◇印章　　◇既交付のナンバープレート（交換の場合のみ）

▼申請・問い合わせ先　　税務課市民税係（☎４７－１０１７）

ご当地ナンバープレートの交付を開始しました！

©水木プロ
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informationinformation

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

高
齢
者
の
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

　

65
歳
以
上
で
次
の
状
態
に
該
当
す

る
人
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を

持
っ
て
い
な
く
て
も
、
市
長
の
認
定

が
あ
れ
ば
所
得
税
お
よ
び
地
方
税
の

障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
る
に
は
、「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
申
請
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
調
査
後
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
郵
送
し
ま
す
。

　

交
付
さ
れ
た
認
定
書
を
確
定
申
告

時
に
提
出
し
、
障
害
者
控
除
の
適
用

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
人

◇
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
が
あ

　

り
、
そ
の
程
度
が
精
神
ま
た
は
身

　

体
障
が
い
者
に
準
ず
る
人

◇
６
カ
月
以
上
寝
た
き
り
で
食
事
・

　

排
便
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
障
が

　

あ
る
人

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係　

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

後
発
医
薬
品
差
額
通
知
を

発

送

し

ま

す

　

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
）
と
は
、
最
初
に
開
発
さ
れ
た

も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
効
果
が
得
ら
れ
る

医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
研
究
開
発
費

が
抑
え
ら
れ
、
価
格
が
安
く
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
を
対
象
に
、
後
発
医
薬
品

に
切
り
替
え
た
場
合
、
ど
れ
だ
け
医

薬
品
代
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
の
か

を
年
３
回
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
後
発
医
薬
品
の
割

合
が
53
・
１
％
か
ら
57
・
３
％
に
増

え
、
通
知
に
よ
っ
て
２
１
０
万
円
以

上
医
療
費
が
削
減
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
す
で
に
４
月
と
８
月
に

発
送
し
、
次
は
12
月
下
旬
に
発
送
し

ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら
内
容
を
確
認

し
、
医
師
や
薬
剤
師
に
後
発
医
薬
品

へ
の
切
り
替
え
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
わ
せ
て
、
家
に
残
っ
た
薬
が
あ
る

場
合
も
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

【
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
】

　

平
成
23
年
6
月
か
ら
、
全
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

未
設
置
の
ご
家
庭
は
、
家
族
や
自

身
の
命
を
守
る
た
め
に
も
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

【
火
災
警
報
器
の
適
切
な

　
　
　

維
持
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
】

　

電
池
切
れ
や
故
障
な
ど
に
よ
り
、

火
災
時
に
警
報
器
が
鳴
ら
な
い
こ
と

を
防
ぐ
た
め
に
、
定
期
的
に
動
作
確

認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過

し
て
い
る
警
報
器
は
、
本
体
内
の
電

子
部
品
の
劣
化
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

本
体
の
交
換
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

境
港
消
防
署

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
０
１
１
９
）

有　

料　

広　

告

種 別 土　木 土　木 機械器具設置

工 事 名
西工業団地排水路

改修工事
渡中継ポンプ場マンホール
ポンプ築造工事（土木）

渡中継ポンプ場マンホール
ポンプ築造工事（機械・電気）

入 札 日 10 月 6 日 10 月 6 日 10 月 6 日

予 定 価 格 64,203 千円 56,457 千円 33,910 千円

落 札 額 56,592 千円 49,702 千円 30,481 千円

落 札 率 88.1% 88.0% 89.9%

落 札 者 ㈲足立組 ㈲角建設 ㈱石垣　大阪支店

種 別 土　木 土　木 土　木 土　木

工 事 名 渡３号汚水幹線築造工事 竹内森岡１号線改良工事 余子 157 号線改良工事
境港２号汚水幹線
築造工事（13 工区）

入 札 日 10 月 13 日 10 月 18 日 10 月 18 日 10 月 19 日

予 定 価 格 119,253 千円 16,677 千円 12,229 千円 173,982 千円

落 札 額 118,800 千円 16,308 千円 11,934 千円 173,880 千円

落 札 率 99.6% 97.8% 97.6% 99.9%

落 札 者
木下・美保

特定建設工事共同企業体
㈲都田組 ㈲大東工業

佐藤産業・佐々木組
特定建設工事共同企業体

市報さかいみなと　16



消

防

出

初

式

　

当
日
は
、
消
防
ポ
ン
プ
車
に
よ
る

分
列
行
進
、
一
斉
放
水
な
ど
日
ご
ろ

の
訓
練
ぶ
り
を
披
露
し
ま
す
。

▼
と　

き　

来
年
１
月
８
日
（
日
）

【
表
彰
式
】
午
前
10
時
〜

◇
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室　

【
訓
練
（
車
両
分
列
行
進
、
一
斉
放

水
）】　

午
前
11
時
〜

◇
と
こ
ろ　

隠
岐
汽
船
乗
場　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

要
約
筆
記
者
等
派
遣

　

境
港
市
は
西
部
地
区
の
９
市
町
村

共
同
で
、
鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い

者
セ
ン
タ
ー
に
要
約
筆
記
者
等
の
派

遣
事
業
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

▼
要
約
筆
記
と
は

　

手
話
の
わ
か
ら
な
い
難
聴
者
、
中

途
失
聴
者
に
手
書
き
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
活
用
し
て
、
話
の
要
点
を
つ
か

ん
で
文
字
で
情
報
を
伝
え
ま
す
。

▼
筆
記
内
容
の
例

　

病
院
の
診
察
・
健
康
診
断
、
市
役

所
で
の
手
続
き
・
相
談
、
地
域
や
学

校
の
会
合
な
ど

※
要
約
筆
記
者
等
は
職
務
上
知
り
得

た
情
報
な
ど
を
外
部
に
漏
ら
さ
な
い

と
い
う
守
秘
義
務
を
守
り
ま
す
。
安

心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
派
遣
費
用　

原
則
無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

利
用
の
７
日
前
ま
で
に
、
申
込
書

を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
郵
送
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

緊
急
時
は
直
前
の
申
し
込
み
も
可
能

で
す
。

※
申
込
書
は
福
祉
課
窓
口
と
聴
覚
障

が
い
者
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
３
‐
０
８
４
５

　

米
子
市
旗
ヶ
崎
６
‐
19
‐
48
堀
田

ビ
ル
１
階

　

鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
30
‐
３
６
５
９
）

FAX 

30
‐
３
６
６
０

住
宅
用
燃
料
電
池
・
住
宅
用

太
陽
熱
設
置
補
助
金

　

現
在
、
市
で
は
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
普
及
促
進
事
業
補
助
金

を
多
く
の
人
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
家
庭
用
燃
料
電

池
導
入
促
進
事
業
補
助
金
（
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
）
や
家
庭
用
太
陽
熱
利
用

設
備
導
入
促
進
事
業
補
助
金
（
太
陽

熱
温
水
器
な
ど
）
に
つ
い
て
も
、
今

年
度
の
補
助
件
数
に
十
分
な
余
裕
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
い
た
だ
き

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
制
度
内
容
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
０
３
）

小
規
模
企
業
共
済
制
度

　

個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含

む
）・
会
社
な
ど
の
役
員
の
人
が
事

業
を
や
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に
備
え
、

事
前
に
資
金
を
準
備
し
て
お
く
共
済

制
度
で
す
。

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

が
運
営
し
、
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、

青
色
申
告
会
、
金
融
機
関
の
本
支
店

な
ど
の
窓
口
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１
）

鳥
取
県
最
低
賃
金
の
改
正

　

10
月
12
日
（
水
）
か
ら
鳥
取
県
最

低
賃
金
が
１
時
間
７
１
５
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
業
種
や
規
模
、
雇
用
形

態
、
呼
称
に
関
わ
ら
ず
、
県
内
の
事

業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ

の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
（
☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
５
）

◇
各
労
働
基
準
監
督
署

枯

松

の

伐

採

【
指
定
区
域
内
】

　

保
安
林
な
ど
の
公
益
性
の
高
い
松

林
は
、
区
域
を
指
定
し
、
市
が
松
く

い
虫
に
よ
る
被
害
木
の
伐
採
を
し
て

い
ま
す
。
次
の
指
定
区
域
内
で
、
被

害
の
あ
る
松
林
を
所
有
し
て
い
る
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
指
定
区
域

◇
中
野
町
か
ら
幸
神
町
ま
で
の
線
路

　

沿
い
の
公
益
的
松
林

◇
福
定
町
か
ら
佐
斐
神
町
ま
で
の
国

　

道
４
３
１
号
線
沿
い
の
公
益
的
松

　

林
◇
竜
ケ
山
公
園
・
中
浜
緑
地
・
市
民

　

の
森

◇
枕
川
東
側
（
三
中
道
路
〜
森
岡
神

　

社
）

◇
台
場
公
園

◇
神
社
・
仏
閣
を
含
む
村
中
な
ど

◇
中
海
干
拓
地
内
保
安
林

◇
市
管
理
の
施
設
（
学
校
、
公
園
な

　

ど
）

【
指
定
区
域
外
】

　

住
宅
の
庭
松
な
ど
、
指
定
区
域
外

の
枯
松
伐
採
に
は
、
市
で
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
伐
採
前
に
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
利
用
意
向
調
査
】

　

今
年
度
の
農
地
利
用
状
況
調
査
で
、

新
た
に
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
と
判
定

し
た
農
地
（
森
林
化
し
た
農
地
を
除

く
）
に
つ
い
て
、
12
月
に
「
農
地
利

用
意
向
調
査
書
」
を
発
送
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
市
内
の
遊
休
農
地

所
有
者
の
意
向
を
把
握
し
、
担
い
手

農
家
へ
農
地
を
集
積
す
る
な
ど
、
今

後
の
市
の
農
業
政
策
に
と
っ
て
重
要

な
調
査
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

informationinformation
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さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
】

　

今
年
も
展
望
室
が
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
ま
す
。
１
階
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
（
無
料
）
に
は
、

巨
大
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
も
登
場
！

▼
と　

き

　

12
月
17
日
（
土
）
〜
25
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

▼
と
こ
ろ　

展
望
室

▼
料　

金　

入
館
料
の
み

【
初
日
の
出
を
見
よ
う
！
】

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
展
望
室
か
ら
初

日
の
出
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と　

き

　

来
年
１
月
１
日
（
日
・
祝
）

※
元
日
は
午
前
７
時
か
ら
９
時
ま
で

展
望
室
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

新

春

の

つ

ど

い

　

平
成
29
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、「
新
春
の
つ
ど
い
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
会
費

を
添
え
て
、
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
と　

き　

来
年
１
月
４
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
会　

費　

５
０
０
円

※
酒
類
の
飲
食
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
限　

12
月
９
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
秘
書
課　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
５
）

◇
各
公
民
館

夜
間
の
納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

12
月
27
日
（
火
）、
来
年
１
月
31

日
（
火
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
な
ど
を
紛
失
し
、
納

め
る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

12
月
14
日
（
水
）、
来
年
１
月
11

日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
ま
た
は
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

基
本
設
計
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

現
在
、
使
用
停
止
と
な
っ
て
い
る

市
民
会
館
（
ホ
ー
ル
）
を
新
た
な
複

合
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る

「
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」

の
基
本
設
計
を
今
年
度
ま
と
め
る
に

あ
た
り
、
第
１
回
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

12
月
14
日
（
水
）

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
内　

容　
　
　

　

施
設
の
配
置
計
画
に
つ
い
て

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
・
１
０
９
２
）

informationinformation

催催  
しし

サロンコンサート
　

　今月はクリスマスです♪心地よい合唱のハーモニーで、

ゆったりと素敵な時間を過ごしてみませんか。

▼と　き　１２月１６日（金）

　　　　　午後７時３０分～８時４０分

▼ところ　文化ホール

▼入場料　無料

※飲み物は別途５００円が必要です。

▼出　演　コール・凛‐Ring‐

▼曲　目

　にじいろ、鷗、麦の唄、群青、

ぜんぶ クリスマスソングほか

▼問い合わせ先

　境港市文化振興財団（☎４７‐１１０４）

市報さかいみなと　18



食
生
活
改
善
講
座

　
「
簡
単
で
お
い
し
い
減
塩
食
を
学

ぼ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
食
生
活
改

善
推
進
員
と
一
緒
に
楽
し
く
学
ん
で

い
く
講
座
で
す
。
特
に
40
歳
未
満
の

人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き　

12
月
18
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

◇
生
活
習
慣
病
予
防
の
お
話

◇
正
し
い
食
習
慣
に
つ
い
て

・
減
塩
の
お
話

・
み
そ
汁
の
塩
分
測
定

◇
調
理
実
習

▼
定
員
（
先
着
順
）　

30
人

※
40
歳
未
満
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
託
児
（
先
着
10
人
）
も
あ
り
ま
す

の
で
、
申
し
込
み
時
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

12
月
８
日
（
木
）　

▼
受
講
料　

無
料

▼
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
家

で
飲
ん
で
い
る
み
そ
汁
（
ス
ー
プ
）、

三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
で
も
可
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
３
）

ぼ
ち
ぼ
ち
ク
ラ
ブ　

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治
療
さ
れ
て
い

る
人
が
集
ま
り
、
仲
間
づ
く
り
や
生

活
体
験
を
行
う
場
で
す
。

　

今
回
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い

ま
す
。
お
菓
子
作
り
や
会
話
し
な
が

ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
感
じ
ら
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
。
初
め
て
の
人
も
、
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

12
月
16
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階
調
理
室

▼
持
参
す
る
も
の

　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
食
材
費
２
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

『
家
庭
の
日
』絵
画
・
ポ
ス
タ
ー

作

品

巡

回

展

示

　

青
少
年
育
成
鳥
取
県
民
会
議
で
は

毎
月
第
３
日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」

と
し
、
青
少
年
健
全
育
成
の
啓
発
に

努
め
て
い
ま
す
。
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
き
っ
か
け
づ

く
り
と
し
て
絵
画
作
品
を
募
集
し
、

入
賞
作
品
の
巡
回
展
示
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と　

き　

　

12
月
10
日
（
土
）
〜
19
日
（
月
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
（
毎

週
火
曜
日
は
休
館
日
）

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会
で
は
、
司
法

書
士
に
よ
る
無
料
の
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

12
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

※
事
前
予
約
が
必
要

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

第
１
会
議
室

▼
内　

容

　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
の
贈
与
・

売
買
、
借
金
・
多
重
債
務
問
題
、
そ

の
他
の
法
律
問
題
な
ど

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４
）

済
生
会
境
港
総
合
病
院 

講
演
会

　

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

来
年
１
月
12
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院
２
階
会
議

室▼
内　

容

◇
講
演
①

・
演　

題　
「
賢
い
薬
の
も
ら
い
方
」

・
講　

師　

森
田
俊
博
さ
ん
（
薬
剤

　

科
長
）

◇
講
演
②

・
演　

題　
「
高
齢
者
の
食
事
に
つ
い

　

て
」

・
講　

師　

村
尾
加
代
子
さ
ん
（
管

　

理
栄
養
士
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

地
域
医

療
連
携
室　
　
（
☎
42
‐
３
１
６
１
）

informationinformation

セーリング（ヨット）世界選手権

平 成 ３ １ 年 夏 に 境 港 で 開 催 決 定！
　平成３１年のセーリング（レーザー級）世界選手権が境港で開催されることに決まり

ました。この大会は、翌年に開催される東京オリンピックの予選を兼ねた重要な大会で

あり、国内外から多数の選手の参加が見込まれます。大会の成功へ向け、市民の皆さん

のご協力と熱い声援をよろしくお願いいたします。

【大会の概要】

▼と　き

　平成３１年７月～８月（２週間程度）

▼ところ　境港公共マリーナ

▼参加選手数

　２８０人程度（うち約９割が外国人）

▼問い合わせ先

　生涯学習課文化体育係

　　　　　　（☎４７－１０９２）

19　平成２８年１２月



子
ど
も
わ
い
わ
い
カ
ー
ニ
バ
ル

▼
と　

き　

来
年
２
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

【『
子
ど
も
フ
リ
マ
』
出
店
者
募
集
】

▼
対　

象　

小
学
生
（
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
が
必
要
）

▼
参
加
費　

１
店
舗
５
０
０
円

▼
定　

員　

先
着
10
組

▼
募
集
条
件

　

事
前
説
明
会
に
必
ず
出
席
で
き
る

こ
と

▼
事
前
説
明
会

◇
と　

き　

来
年
１
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時

◇
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
親
と
子
ど
も
の
劇
場
事
務
局

（
☎
０
８
０
‐
２
９
０
２
‐
５
５
３
３
）

行
政
事
務
嘱
託
職
員
（
非
常
勤
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
一
般
事
務
補
助
員　
　
　

若
干
名

◇
水
木
し
げ
る
記
念
館
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

◇
道
路
維
持
管
理
員　
　
　
　

１
人

◇
保
健
師　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

◇
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

◇
公
民
館
主
事　
　
　
　
　
　

２
人

◇
学
校
主
事　
　
　
　
　
　
　

３
人

◇
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員　
　
　

５
人

◇
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
人
程
度

▼
年
齢
・
資
格
要
件
な
ど

　

各
職
種
の
実
施
要
項
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
採
用
予
定
日

　

来
年
４
月
１
日
（
土
）

▼
応
募
期
限　

来
年
１
月
11
日（
水
）

▼
試
験
日　

来
年
１
月
21
日
（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

※
正
規
職
員
（
建
築
技
師
）
の
追
加

募
集
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細

は
市
報
11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

深
田
川
・
渡
団
地
宅
地

分

譲

希

望

者

　

鳥
取
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
市

内
の
次
の
宅
地
に
つ
い
て
、
分
譲
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
深
田
川
団
地
】

☆
分
譲
価
格
を
引
き
下
げ
ま
し
た
。

▼
販
売
区
画
数　

２
区
画

▼
販
売
単
価　

３
・
３
㎡
（
１
坪
）

あ
た
り
６
万
９
千
円

※
１
㎡
あ
た
り
２
・
１
万
円

▼
面
積
・
販
売
価
格

◇
区
画
①

　

２
５
９
・
02
㎡
（
78
・
35
坪
）

　

５
４
３
万
９
千
円

◇
区
画
②

　

２
５
９
・
07
㎡
（
78
・
37
坪
）

　

５
４
４
万
円

▼
所
在
地　

境
港
市
蓮
池
町

▼
校　

区

　

上
道
小
学
校
・
第
一
中
学
校

▼
道　

路

◇
幹
線
道
路
幅
員　

17
〜
22
ｍ

◇
区
画
道
路
幅
員　

６
ｍ

【
渡
団
地
】

▼
販
売
区
画
数　

３
区
画

▼
販
売
単
価　

３
・
３
㎡
（
１
坪
）

あ
た
り
４
万
円

※
１
㎡
あ
た
り
１
・
２
万
円

▼
面　

積

　

２
９
２
・
94
㎡
（
88
・
61
坪
）
〜

３
３
１
・
38
㎡
（
１
０
０
・
24
坪
）

▼
販
売
価
格

　

３
５
１
万
５
千
円
〜
３
９
７
万
６

千
円

▼
所
在
地　

境
港
市
渡
町

▼
校　

区

　

渡
小
学
校
・
第
三
中
学
校

▼
道　

路

　

区
画
道
路
幅
員　

６
ｍ

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
住
宅
供
給
公
社　

西
部
事

務
所　
　
　
　
（
☎
32
‐
９
２
０
１
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

２

月

入

所

生

　

職
業
訓
練
を
受
け
、
自
分
に
自
信

を
持
っ
て
就
職
し
よ
う
！

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
で
は
離

職
者
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
生

（
２
月
入
所
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
訓
練
科

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
技
術
科

▼
訓
練
期
間

　

来
年
２
月
３
日
（
金
）
〜
７
月
27

日
（
木
）

▼
定　

員　

15
人

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

▼
入
所
資
格　

求
職
中
の
人

▼
参　

考

　

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
諸
条
件
を

満
た
し
て
い
る
人
は
訓
練
最
終
日
ま

で
受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
人
も
、

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練

受
講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
12
月
22
日
（
木
）
に
見
学
会
、
来

年
１
月
６
日
（
金
）
に
体
験
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
興
味
を
お
持
ち
の

人
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

12
月
９
日
（
金
）
〜

来
年
１
月
13
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子　

訓
練

課　
　
　
　
　
（
☎
27
‐
５
１
１
５
）

公
共
職
業
訓
練
受
講
生

　

あ
ら
ゆ
る
業
界
で
観
光
客
の
お

も
て
な
し
が
で
き
る
人
材
を
目
指

す「
お
も
て
な
し
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科
」

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

ま
た
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鳥
取
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象　

離
職
中
の
求
職
者

※
性
別
・
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
。

▼
訓
練
期
間

　

来
年
３
月
１
日
（
水
）
〜
９
月
29

日
（
金
）
の
７
カ
月
間

※
平
日
の
み
、
午
前
９
時
10
分
〜
午

後
３
時
50
分

▼
訓
練
会
場　

株
式
会
社
ス
ペ
ッ
ク

（
米
子
市
灘
町
）

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

▼
募
集
期
間　

来
年
１
月
４
日（
水
）

〜
２
月
10
日
（
金
）
正
午

▼
定　

員　

20
人

▼
申
し
込
み
方
法

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
相
談

窓
口
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鳥
取　

コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
事
業
担
当

　
（
☎
０
８
５
７
‐
52
‐
８
８
０
４
）

informationinformation

募募  

集集

市報さかいみなと　20



お
米
を
使
っ
た
朝
食
献
立

コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者

　
「
お
米
」
と
「
地
場
産
物
」
を
活

用
し
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と

の
大
切
さ
、
地
場
産
物
の
良
さ
を
啓

発
す
る
た
め
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

▼
対　

象

　

県
内
在
住
の
小
・
中
学
生
を
含
む

２
人
で
１
組
（
家
族
、
友
達
同
士
な

ど
）

▼
募
集
内
容

◇
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
朝
食
に　

　

ふ
さ
わ
し
い
献
立
（
地
場
産
物
を

　

必
ず
３
食
材
以
上
活
用
）

◇
主
食
は
「
ご
は
ん
」
で
あ
る
こ
と

▼
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
記
入
し
て
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
第
１
次
審
査
は
応
募
書
類
に
よ
る

審
査
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
第
１
次
審
査
通
過
者
は
、
第
２
次

審
査
に
て
実
際
に
料
理
を
作
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
（
公
財
）
鳥
取
県
学

校
給
食
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

h
ttp
://w
w
w
.to
g
k
.o
r.jp
/

▼
応
募
期
限

　

来
年
１
月
11
日
（
水
）
必
着

【
第
２
次
審
査
】

▼
と　

き　

来
年
２
月
４
日
（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

鳥
取
短
期
大
学

▼
そ
の
他

　

材
料
代
（
４
人
前
分
）
は
３
千
円

ま
で
（
公
財
）
鳥
取
県
学
校
給
食
会

が
負
担
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
０
‐
０
９
１
３

　

鳥
取
市
安
長
字
前
内
３
８
７
‐
１　

　
（
公
財
）
鳥
取
県
学
校
給
食
会

（
☎
０
８
５
７
‐
２
３
‐
７
０
８
４
）

中
海
こ
ど
も
本
因
坊
戦
・

伝
統
文
化
活
性
化
囲
碁
大
会

▼
対　

象　

中
学
生
以
下

▼
と　

き　

来
年
１
月
８
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
受
付
開
始

　

午
前
10
時
開
会

▼
と
こ
ろ　

し
お
さ
い
会
館

▼
内　

容

　

中
海
こ
ど
も
本
因
坊
戦
、
Ａ
級
、

Ｂ
級
、
石
取
り

▼
参
加
費　

１
人
千
円（
幼
児
無
料
）

※
プ
ロ
棋
士
を
招
い
て
の
囲
碁
教
室
、

指
導
碁
（
有
料
）
を
開
催
予
定

▼
申
込
期
限　

12
月
29
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
棋
院
境
港
支
部

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
５
３
１
５
）

informationinformation

　住民基本台帳閲覧者一覧　
　　（平成２７年１１月～２８年１０月）
　住民基本台帳法第１１条第３項および第１１条の２第１２項、住民基本台帳の

一部の写しの閲覧および住民票の写しなどの交付に関する省令第３条の規定に基

づき、下記のとおり公表します。

閲覧目的
閲覧者名

閲覧日 閲覧範囲
名　称 代表者（管理者）

鳥取県民ライフスタイル意識調査 鳥取県 平成 27 年
12 月 17 日

平成 7年 4月 1日までに生まれた者から
240 件

全国たばこ喫煙者率調査 日本たばこ産業株式会社
たばこ事業本部
マーケティング戦略部長
中込敬介

平成 28 年
1 月 7日

外江町の大正 15 年 5 月 1日～平成 8年 4
月 30 日生まれの者から 20 件

テレビ放送に関するアンケート 日本放送協会 営業局長  松原洋一 平成 28 年
4 月 27 日

誠道町、米川町、渡町の 18 歳以上（平成
10 年 7 月末日までに生まれた者）から 40
件

美術館に関する意識調査 鳥取県 平成 28 年
6 月 1日

平成 12 年 4 月 2 日以前に生まれた者から
179 件

鳥取県青少年育成意識調査 鳥取県 平成 28 年
7 月 13 日

昭和 61 年 7 月 2 日～平成 9年 7月 1日の
間に生まれた者から 103 件

国民健康・栄養調査 鳥取県 平成 28 年
9 月 15 日

米川町の平成 27 年 11 月 1 日以前に生ま
れた者 172 件

消費者意識基本調査 消費者庁消費者調査課 平成 28 年
9 月 29 日

麦垣町、財ノ木町の平成 13 年 10 月 31 日
以前に生まれた者から 25 件

平成２８年度鳥取県の政策に
関する県民意識調査 鳥取県 平成 28 年

10 月 20 日
平成 10 年 4 月 2 日以前に生まれた者から
182 件

▼問い合わせ先

　市民課市民係

　（☎４７‐１０３３）
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聖心幼稚園 にこにこひろば
【園庭解放】

　未就園児を対象に園庭開放しています。

▼対　象　未就園児親子、在園児親子

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園（☎４２－２０４０）

　内容についての詳細は、各施設に直接お問

い合わせください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い

合わせ先と同じです。

子育てひろば

きらきら・ひまわり情報
【巡回子育てプレイランド】

▼と　き　１２月９日（金）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

　　　　　※事前申し込み不要

▼ところ　誠道公民館

▼内　容　「ひまわり」のおもちゃを持って出かけます。

　　　　　一緒に遊びましょう。

▼申し込み・問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」

　　　　　　　　　　　　　　（☎４５－０１１６）

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」

　　　　　　　　　　　　　　（☎２１－８１０３）

※各施設では親子で遊べるプレイルームを開放し、子育

てについての相談に応じるほか、下記の日程で親子ふれ

あい遊びやおはなし会などを行っています。お気軽にお

出かけください。

【きらきらタイム】

　◇と　き　毎週木曜日　午前１１時～

　◇ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

　◇と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

　◇ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

美哉幼稚園 びさい交流会

【びさいフェスティバル】

▼と　き　１２月１０日（土）　午前９時～正午

▼ところ　文化ホール

【わくわくクラブ 「スタンプ遊び」】

　ぺたんぺたんと押しまくろう！！

▼と　き　１２月１５日（木）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

※汚れてもいい服装でお越しください。

【園庭・えほん館の開放】

　毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本

の貸し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　（☎４２－２８３９）

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ

利用券を交付しています。１２月の対象者は下記の

とおりです。申請がまだの人は、お早めに窓口まで

お越しください。

※お子さんの誕生月が平成２８年１月、４月、７月

　の人は、１２月２８日（水）が申請期限ですので、

　ご注意ください。

※平成２８年５月、６月生まれのお子さんの場合、

　６カ月児健康診査の際でも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申し込み・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係（☎４７－１０７７）

お子さんの誕生月 参　考

１回目 平成２８年７月～９月 出生月の３～５カ月後

２回目 平成２８年４月～６月 出生月の６～８カ月後

３回目 平成２８年１月～３月 出生月の９～１１カ月後

市報さかいみなと　22



　

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日
※ 12 月 28 日（水）、1月 4日

　（水）はお休みします。
10：30 ～ 11：10 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７ー１０９１）

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

12 月 14 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 28 年 5 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

来年1月11日（水） 平成 28 年 6 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

12 月 15 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 27 年 5 月生まれの幼児

来年1月12日（木） 平成 27 年 6 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

12 月 08 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 25 年 11 月生まれの幼児

来年1月19日（木） 平成 25 年 12 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

12 月 06 日（火）

来年2月7日（火）

9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで） 妊産婦・乳幼児と保護者

妊活相談 9:30 ～ 12:00（受付 11:00 まで）２人目以降のお子さんを希望される人

離乳食講習会
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50～ 11:30（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日を除く

乳幼児と保護者

子ども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

お は な し ポ ケ ッ ト の 会
冬 休 み お は な し 会

▼対　象　幼児から大人まで

▼と　き　１２月２６日（月）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　境公民館１階和室

▼内　容　

　◇ストーリーテリング

　◇絵本の読み聞かせ

　◇わらべうた、紙芝居 など

▼参加費　無料

▼問い合わせ先

　おはなしポケットの会　足立さん

　　　　　　　　　　　（☎４５－３０７６）
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図書館に行こう図書館に行こう！！
と 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　いと 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　い

　太
たい

平
へい

記
き

から三
み

島
しま

由
ゆ

紀
き

夫
お

まで、

武
ぶ

士
し

道
どう

がいかに歪
わい

曲
きょく

・誤
ご

解
かい

され

てきたのかをさまざまなエピ

ソードを交
まじ

えて解
かい

説
せつ

する、思
おも

い

もよらぬ事
じ

実
じつ

が満
まん

載
さい

の本
ほん

。

　吉
よし

田
だ

茂
しげる

から小
こ

泉
いずみ

純
じゅん

一
いち

郎
ろう

まで、

主
しゅ

要
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な首
しゅ

相
しょう

１７人
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と
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あ
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時
じ

代
だい

に応
おう

じて変
か

わる外
がい

交
こう

課
か

題
だい

と

思
し

想
そう

の関
かん

係
けい

を描
えが

き出
だ
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　出
いずも

雲とは、古
こ

代
だい

史
し

ばかりでな

く、明
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治
じ

維
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新
しん

を経
へ

て、昭
しょう

和
わ

に至
いた

るまでの近
きん

代
だい

史
し

においても、き

わめて重
じゅう

要
よう

な思
し

想
そう

的
てき

ポトスだっ

たのではないか。

　著
ちょ

名
めい

科
か

学
がく

ジャーナリストが敵
てき

視
し

されてきた生
せい

物
ぶつ

の活
かつ

躍
やく

ぶりを

評
ひょう

価
か

し外
がい

来
らい

種
しゅ

のイメージを根
こん

底
てい

から覆
くつがえ

す知
ち

的
てき

興
こう

奮
ふん

にみちた科
か

学
がく

ノンフィクション。

今
こん

月
げつ

の新
しん

規
き

・寄
き

贈
ぞう

図
と

書
しょ

◇日
に

本
ほん

語
ご

シソーラス第
だい

２版
はん

類
るい

語
ご

検
けん

索
さく

事
じ

典
てん

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　（山
やま

口
ぐち

翼
たすく

）

◇堤
つつみ

清
せい

二
じ

　罪
つみ

と業
ごう

　最
さい

後
ご

の「告
こく

白
はく

」

　　　　　　　　　　　　　　　（児
こ

玉
だま

博
ひろし

）

◇週
しゅう

刊
かん

誌
し

記
き

者
しゃ

　近
ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

　（小
お

野
の

幸
さち

惠
え

）

◇同
どう

時
じ

通
つう

訳
やく

はやめられない　　（袖
そで

川
かわ

裕
ひろ

美
み

）

◇あなたの自
じ

伝
でん

、お書
か

きします

　　　　　　　　（ミュリエル・スパーク）

◇ゲノム編
へん

集
しゅう

とは何
なに

か　　　　（小
こ

林
ばやし

雅
まさ

一
かず

）

◇目
め

の見
み

えないアスリート身
しん

体
たい

論
ろん

　　　　　　　　　　　　　　（伊
い

藤
とう

亜
あ

紗
さ

）

◇中
なか

沢
ざわ

新
しん

一
いち

と吉
よし

本
もと

隆
たか

明
あき

　　　　（土
ど

井
い

淑
よし

平
ひら

）

◇星
ほし

野
の

道
みち

夫
お

　風
かぜ

の行
ゆくえ

方を追
お

って　（湯
ゆ

川
かわ

豊
ゆたか

）

◇ドッグファイト　　　　　　　（楡
にれ

周
しゅう

平
へい

）

◇鉱
こう

山
ざん

のビッグバンド　　　　（小
お

田
だ

豊
とよ

二
じ

）

◇ iPS細
さい

胞
ぼう

が医
い

療
りょう

をここまで変
か

える

　　　　　　　　　　　　　　（山
やま

中
なか

伸
しん

弥
や

）

　　　　　　　　　　　ほか、計
けい

250冊
さつ

☆貸
かし

出
だし

冊
さつ

数
すう

・期
き

間
かん

　１
ひとり

人５冊
さつ

・２週
しゅう

間
かん

市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

（☎47－1099）

◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

　午
ご

前
ぜん

９時
じ

３０分
ぷん

～午
ご

後
ご

６時
じ

３０分
ぷん

　　　　　【土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

は午
ご

後
ご

６時
じ

閉
へい

館
かん

】

◆休
きゅう

館
かん

日
び

　　毎
まい

月
つき

第
だい

２木
もく

曜
よう

日
び

・毎
まい

月
げつ

末
まつ

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

武ぶ
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と
歪わ
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曲
き
ょ
く

の
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を
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る

　
　
　
　
　
　
　
　

清し
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ず
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ち

戦せ
ん

後ご

日に
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ん

首し
ゅ

相
し
ょ
う

の
外が

い

交こ
う

思し

想そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

増ま
す

田だ

弘
ひ
ろ
し

〈 

出い
ず
も雲 

〉
と
い
う
思し

想そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原は
ら

武た
け

史し

外が
い

来
ら
い

種し
ゅ

は
本ほ

ん

当と
う

に
悪わ

る

者も
の

か
？

　
　
　
　

フ
レ
ッ
ド
・
ピ
ア
ス

清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの

お 知 ら せお 知 ら せ

【日曜日　粗大ごみの（有料）収集サービス】

◇と　き　１２月１８日（日）午前９時～１１時

※希望される場合は、事前に清掃センターにご予約ください。

▼問い合わせ先　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）

　　　　　　　　 ◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集
≪１２月・１月の対象日≫

　　１２月２３日（金・天皇誕生日）
　　　１月　９日（月・成人の日）
※１２月２３日は金曜日、１月９日は月曜日の収集該当地
　区のみの収集となります。
※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 
　　 １２月１８日（午前９時～正午）

お忘れなく！
固 定 資 産 税 4 期

国 民 健 康 保 険 税 6 期

後期高齢者医療保険料 6 期

の納期限は

１２月２８日（水）
　　　　　　　　　　　　です
・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します

☆年末年始のごみ収集・搬入受入
「年末年始の業務のおしらせ」（７ページ）をご覧ください。

市報さかいみなと　24



と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開催中
橋本興

おき

家
いえ

版画展
　テーマ「晩秋・冬」
（～ 12 月 19 日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9：30 ～ 16：30
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人 　400 円
小中高生 100 円

12 月 3 日（土）

12 月 17 日（土）

古典講座
「みんなで楽しく『万葉集』を読
もう」

市民図書館 15：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

12 月 11 日（日）

境港市人権ふれあい
フェスティバル
（※講演会の整理券配布は終了しました。そ
の他のバザー、展示等は整理券不要です。）

文化ホール 11：30 ～ 15：30
境港市人権ふれあい
フェスティバル実行委員会
☎ 47 － 1102

無　料

12 月 16 日（金）
パンセ絵画展
（～ 12 月 18 日（日））

市 民 会 館
展 示 室

9：00 ～ 17：00
パンセ
☎45－6584（あだち）

無　料

12 月 24 日（土） 絵本と紙芝居の会 市民図書館 14：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール

－境港市の人口－
　　男　：16,784 人（－ 14）
　　女　：18,101 人（－ 13）
　合　計：34,885 人（－ 27）
　世帯数：15,176 世帯（－ 10）

　※平成 28 年 10 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談  12 月 08 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談  12 月 09 日（金） 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）
※福祉相談は相談日以外
でも受け付けています

法 律 相 談
 12 月 2 日（金）
 12 月 16 日（金）

13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

こころの相談

カウンセリング
 12 月 12 日（月） 14：00 ～ 15：00

健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

相  談  会

 12 月 8 日（木）

 12 月 18 日（日）
13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

25　平成２８年１２月



□
編
集
・
発
行
　
境
港
市
総
務
部
地
域
振
興
課

　
〒
6
8
4
-8
5
0
1
鳥
取
県
境
港
市
上
道
町
3
0
0
0
　
☎
0
8
5
9
 ‐
4
7
‐
1
0
1
0
　
　
　

□
発
行
日
 １
２
月
１
日
　
※
次
回
発
行
は
１
月
１
日

市
報

さ
か
い
み
な
と

12

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん

浜
はまさき

崎 慶
けいと

士 ちゃん（H28.2.12 生） と

お母さんの 千
ちひろ

裕 さん（麦垣町）

　≪お子さんへのメッセージ≫

　　イケメンになってね

みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。コーナーに掲載を希望される人は、

取材職員にお声かけいただくか、地域振興課までご連絡ください。

里 佳
けいすけ

亮 ちゃん（H28.3.1 生） と

お母さんの 美
み よ こ

代子 さん（馬場崎町）

　≪お子さんへのメッセージ≫

  お姉ちゃん達と仲良く元気に育ってね

松浦 優
ゆうあ

明 ちゃん（H28.3.1 生） と

お母さんの 里
り

沙
さ

 さん　と

お父さんの 崇
たかし

 さん（夕日ヶ丘２丁目）

　≪お子さんへのメッセージ≫

     元気にすくすく育ってね

市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

□材料（４人前）
○イワシ　　　　８尾

○牛乳　　　　　５０ｍℓ

○塩　　　　　　少々　　　　 

○こしょう　　　少々

○にんじん　　　３０ｇ

○さやいんげん　５０ｇ

○チーズ　　　　８０ｇ

○小麦粉　　　　適量

○卵　　　　　　３０ｇ　　　 

○パン粉　　　適量

○揚げ油　　　適量

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  20

　境漁港での水揚げトップ３は、イワシ、アジ、サバです。

寒くなるこの時期からが最盛期を迎え、１日千トンを超え

る日も少なくありません。

　特にイワシは、たんぱく源、ビタミン・カルシウムの補

給源として、昔から私たちの健康を支えています。近年で

は、生活習慣病予防や学習能力向上効果なども聞かれる健

康食材で、美味しく食べる工夫もたくさんあります。

　今回は、野菜やチーズと一緒にして、お子様にもおすす

めの栄養満点逸品料理をご紹介いたします。

お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ
イワシのチーズ巻きフライ

□作り方
①　イワシを開いて中骨を取る。

②　牛乳にイワシを１０分程度つけこみ、水気をふきとっ

　て塩、こしょうをふり、身の方に小麦粉をつける。

③　にんじん、さやいんげん（茹でたもの）はせん切り

　にする。

④　チーズは、イワシの幅に合わせて切る。

⑤　イワシの身の方を上にして、③の材料をのせて頭の

　方から巻き、つま楊枝でとめる。

⑥　⑤に小麦粉、卵、パン粉をつけて、中温で揚げる。

※にんじん、さやいんげんの代わりに、シソの葉などを

使ってもよい。


